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志 村 英 治 さ ん が 渋 川 市 公 民 館 功 労 者 に 表 彰 さ れ ま し た 。

お め で と う ご ざ い ま す 。

12月16日、渋川市公民館功労者表彰式及び社会教育研修会が金島ふれ

あいセンターで開催され表彰者への授与が行われました。

古巻地区では、志村英治さんが長年にわたる公民館活動、

社会教育活動への貢献が評価され表彰されました。

おめでとうございます。 志村英治さん（半田）



☎古巻公民館 ２２－１８９２
※新公民館の仮予約と利用申請について

＊ 令和８年１月１３日（火）午前９時より電話での仮予約受付を開始します。

＊ 本申請については、３月２日(月)午前９時から開始します。

＊ 使用料は以下のとおりです。

＊創作室の窯を使用する場合、１回1,000円

＊市外の者が利用する場合、使用料の２倍

＊入場料を徴収する場合の使用料 ・本市住民が利用する場合、使用料の２倍

・市外の者が利用する場合、使用料の４倍

※完成式典を3月22日(日)に開催し、内覧会も予定しています。ご来館をお待ちしています。

部屋名
使 用 料 定 員

説 明午 前 午 後 夜 間 (人)

フロア 3,000 3,000 3,000 講演会、音楽会、ダンス等多目的に
ホ 利用可
｜ 可動イス 1,000 1,000 1,000 408
ル 可動イス３１２席、親子席６席

舞 台 2,500 2,500 2,500 スタッキング席９０席（１階・２階）

展示ホール 600 600 600 移動展示パネル（玄関ロビー）

視聴覚室 600 600 600 25 楽器演奏、ダンス、パネル展示等

学習室 １ 500 500 500 34 学習、会議等に利用可

学習室 ２ 500 500 500 18 学習、会議等に利用可

学習室 ３ 500 500 500 35 学習、会議等に利用可

和 室 600 600 600 24 28畳、茶道、華道、舞踊等に利用可

調理室 600 600 600 30 調理台５台

創作室 600 600 600 24 工作台４台、陶芸窯


